
（参考資料）令和３年度　主要施策の成果に関する報告書　主要事業の前年度比較等

　【産業戦略部門】
（単位　千円）

A B B-A

△7,183,153

△267,928

3,914,924

△125,500

事業の成果，今後の課題
参照ページ

数

1

中小企業融資資金
貸付金
（産業政策課）

113,711,982 96,644,702 △17,067,280 新型コロナウイルス感染症対策融資の
終了に伴う預託金の減

(事業の成果）
9,255件、992億円の新規融資を実施。

R3：163
R2：155

No
事業名

（担当課）
R2決算額 R3決算額 差引額

主な増減理由

東日本大震災復興緊急融資の終了に伴
う預託金の減

(今後の課題)
新型コロナウイルス感染症の経済的影響が長期化する中、
事業継続や新たな事業分野への進出等に取組む中小企業の
支援。

△7,157,844

2

中小企業信用保証
料助成
（産業政策課）

976,567 595,514 △381,053 (事業の成果）
8,183件、595,514千円の信用保証料補助を実施。

R3：163-
164
R2：155

(今後の課題)
新型コロナウイルス感染症の経済的影響が長期化する中、
事業継続や新たな事業分野への進出等に取り組む中小企業
の支援。

3

新型コロナウイル
ス感染症対策利子
補給事業
（産業政策課）

2,985,645 7,212,918 4,227,273 新型コロナウイルス感染症対応資金利
子補給の計算期間が増えたことによる
増

(事業の成果）
利子補給により中小企業の負担を軽減。
パワーアップ融資分　　3,897件　1,281,712千円
新分野進出等支援融資分  239件     15,599千円
パワーアップ融資（伴走支援型・最低賃金枠）分
　　　　　　　　　　　　 43件      2,218千円
新型コロナウイルス感染症対策融資分
　　　　　　　　　　 31,462件  5,865,518千円

R3：164
R2：156

(今後の課題)
新型コロナウイルス感染症の経済的影響が長期化する中、
事業継続や新たな事業分野への進出等に取組む中小企業の
支援。

新型コロナウイルス感染症の影響を受
けた中小企業に対する制度融資の終了
に伴う減

R3：164
R2：156

(今後の課題)
中小企業の窮状を考慮した細やかな債権管理と、法令に基
づいた厳正かつ効率的な回収整理の実施。

(事業の成果）
291件、526,000千円の新規貸付を実施。

新型コロナウイルス感染症の影響を受
けた中小企業の事業継続に必要な資金
貸付の終了に伴う減

4

新型コロナウイル
ス感染症対策資金
貸付金
（産業政策課）

※明許繰越

671,601 536,528 △135,073 
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A B B-A
事業の成果，今後の課題

参照ページ
数

No
事業名

（担当課）
R2決算額 R3決算額 差引額

主な増減理由

5

ベンチャー企業成
長促進事業
（技術革新課）

- 22,125 22,125 

新型コロナウイルスの影響により、購
入を予定していた検査機器の納期が遅
延し、繰越したことによる減

(事業の成果）
ＡＩや機能性材料等に関する５件の研究を行い、研究発表
９件、企業への技術移転２件を実施

R3：167
R2：159

(今後の課題)
　研究成果の県内企業へのＰＲによる技術移転数の増加

［R3新規事業］ (事業の成果）
　公募により採択した５社に対して、伴走支援等を66回実
施した結果、３社が資金調達等につながった（R4.8末現
在）。

R3：165
R2：-

 今後、成長が見込まれる有望なベン
チャー企業に対し、メンター等を通じ
た成長プログラムの実施など、集中的
な支援を進めることによる増

(今後の課題)
　つくばに強みのあるライフサイエンス分野のベンチャー
企業の成功例を創出するため、各企業が必要とする支援を
個別に行い、効果的な成長を促進していく必要がある。

6

研究開発費
（技術革新課）

7

いばらきアマビエ
ちゃん登録促進事
業
（中小企業課）

(事業の成果）
　飲食店等13,306件の現地見回りによる事業者の感染対策
の徹底。

R3：172
R2：164

(今後の課題)
　事業者の継続的な感染対策の徹底。

119,508 35,025 △84,483 

いばらきアマビエちゃん事業者登録協
力金及びプレゼントキャンペーン終了
に伴う減

787,322 35,341 △751,981

 カーボンニュートラルの実現に不可
欠な新エネルギーのサプライチェーン
構築等に向けた官民・民民連携による
プロジェクト組成を進めるための取組
による増。

(今後の課題)
水素・アンモニアなど新エネルギー需要の掘起こし及び企
業間連携の促進。

R3：172
R2：164

(今後の課題)
　協力金の迅速かつ適正な支給の実施。

10

カーボンニュート
ラル技術実証推進
事業
（科学技術振興
課）

- 24,996 24,996 【R3.6月補正新規事業】 (事業の成果）
実証プロジェクト構築可能性調査、技術開発動向調査の実
施。
・企業等ヒアリング実施数 21社 計38回
・実証プロジェクト仮説の設定 ５件

R3:175
R2:-

R2は第3波のみだったが、R3は第4波・
5波・6波と感染拡大により時短要請期
間が増加したことに伴う協力金支給の
増

(事業の成果）
　営業時間短縮要請協力金 延べ36,474件を支給し、事業者
の負担を軽減。

8

新型コロナウイル
ス感染症対策営業
時間短縮要請協力
金
（中小企業課）

20,074,304 44,518,105 24,443,801 

R2は第1弾のR2年度執行分のみ、R3は
第1弾のR3執行分、第2弾、第3弾を実
施したことから、一時金支給額及び事
務費の増

(事業の成果）
　営業時間短縮要請等関連事業者支援一時金を 延べ23,257
件を支給し、事業者を支援。

R3：172
R2：164

(今後の課題)
　現状、実施の予定はないが、実施となった場合は、迅速
かつ適正な支給の実施。

9

営業時間短縮要請
等関連事業者支援
一時金
（中小企業課）

7,089 6,284,308 6,277,219 
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